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山頂での集合写真 

       メンバー間でペースがばらつき、途中下山者が出たが、

事前の想定通りで対処出来たため、ほぼ全員が登頂出来、伊吹山で社

内登山大会が実施可能である事を確認出来た。部員の事前議論や準備

が万全であったため、今回の成功に繋がったと考えます。来年以降の

社内登山大会に反映していくと共に、ノウハウが蓄積してきているた

め、運営をそろそろ若手に引き継ぎたい。 

[食料] 今年は時間短縮のため、例年振舞っている豚汁を割愛。 
[医薬] 足をつりそうになった数名に漢方薬を投与。 
[装備] 登山道や頂上にトイレがあるので、今年は仮設トイレは不要だっ
た。下車時に注意喚起したため、道具の取り違えや忘れ物はなかった。 

       [参加者感想] ゲストのうち 19名が「とても楽しかった」、8名が「かなり楽しかった」と回答。
難易度は、「難しい」が 5名、「ちょうどよい」が 19名、「易しい」が 3名。「入部興味あり」は 11名。 
[ルート] 募集開始時は、復路は頂上駐車場からバスでの下山を意図していたが、伊吹山ドライブウェイが
TOYOTA86ユーザ会により終日通行止めであることが判明。復路も徒歩となるよう計画を変更した。 
[気象] 当日の降水確率は 80%であり、バス到着時にはパラパラと雨が降ったが、3 合目までには上がった。こ
の日の米原の最高気温は 25度と高く、汗が多く出た。頂上でもシャツ 1枚でも耐えられた。 
[行動]3合目で進退を判断する節目とし、結果的にゲスト 1名が吉川さんに連れられ撤退した。また、13:30ま
でに頂上に着かないチームはそのまま下山を開始するという時限式とした。メンバー間の速さに差がついたチ

ームでは、制限時間に間に合うか不安の声が聞かれたが、結果的に全チームが間に合った。下山も見積り通り

となり、時間管理は大成功だった。今後は、計画時のチームわけにとらわれず、速さに応じて臨機応変にチー

ムを再編成するとよさそう。 
[レク] 3x3 のマス目で百名山ビンゴを行った。個々の山に対する部員の談話、部員の中尾君の軽妙なトーク、
賞品の山グッズが好評を博した。 

 CL 山田明、SL 芦田、

ほか部員 17 名、ゲスト

27名、合計 46名 

10/5 曇り 
 7:30本社発 
 9:05登山口着 
 9:20登山口発 
 13:15 全チームが山頂
に着 
 16:20登山口着 
 16:30登山口発 
 16:45ジョイ伊吹着 
 18:00ジョイ伊吹発 
 19:20本社着 
 
 

社内登山大会：社員余暇支援と部の PR 

 

 
 

13年 10月 5日（土） 伊吹山地 

 10／9 

芦田直之 

13/10/8 
山 

田 

13/10/9 
芦 

田 

 10 

伊吹山 


